
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂版６年上例題解説 第 2回                    中学受験のヘクトパスカル 

 
この年の３月に金曜日が何回あるかを調べます。 

3月は 31日までですから 31÷7＝4 あまり 3 より， 4回か 5回です。 

 

3月の第 1回目の金曜日を「8月①日」とすると， 

・4回のときを式にすると， 

 ①+(①+7)+(①+14)+(①+21)=58 

④+42=58    

④=(58-42=)16 

①=16÷4=4(日)・・・整数値になるので〇 

 

求める日付けは 3月 4日です。 

 

 

 

2023年 1月 日曜日 

１回目 1日 

２回目 8日 

３回目 15日 

４回目 22日 

５回目 29日 

 

[参考] 同じ曜日が４回か５回かの見分け方 

 

曜日が５回あるときは「日付けの和は５の倍数」になります。 

 

例えば， 

2023年 1月の日曜日は右の表のように５回あります。 

この日付の和は 1+8+15+22+29＝75 

 真ん中の第３週の 15日が 75 の平均になります。 

⇒  75=15×5 

 

３月４日 

念のため 

・5回のときを式にすると， 

 ① +(① +7)+(① +14)+(① +21)+(①

+28)=58 

⑤+70=58    

 

日数が 58 より大きくなってしまうのでダメ！  

75 は 5 の倍数  

 

[参考] 同じ曜日が４回か５回の見分け方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

改訂版６年上例題解説 第 2回                        中学受験のヘクトパスカル 

 

 
まず，うるう年(4 の倍数年)をチェックします。 

この年が計算にからむときは(365+2=)367日になり「+2」になります。 

平年計算のときは(365+1=)366日で「+1」 

下の表のようになりますから，求める年は「2030年」です。 

 2019 2020 

うるう 

2021 2022 2023 2024 

うるう 

2025 2026 2027 2028 

うるう 

2029 2030 

 

火 

 

水 

 

金 

 

土 

 

 

日 

 

月 

 

水 

 

木 

 

金 

 

土 

 

月 

 

火 

 

 

 

 
+2 

 
+2 +2 1月 1日 1月 1日 

うるう年の計算は 2 月の末日に計算されるの

で 1月 1日時点では「前年の曜日+1」です。 

2030年 



 

 改訂版６年上例題解説 第 2回                       中学受験のヘクトパスカル 

 

下の４つの図形から表のような規則性がわかります。 

 

 

(1)上の表より， 

直線が 4本のときの交点の数は 6個，面は 11 の部分に分けられます。 

 

(2)  

直線が 7本のときの交点の数は 21個，面は 29 の部分に分けられます。 

 


